
障害者支援制度をご利用ください障害者支援制度をご利用ください
平成２７年度に実施する障害福祉サービス等を紹介します。受けることができる制度は、障害者手帳の有無や種類、等級に
よって異なります。制度の利用方法や障害者手帳の取得方法など、詳細はお問い合わせください。

問／障害福祉課 �４６３―１５９８～９ �４６３―１０２５

障害者移動支援事業
屋外での移動が困難な障害のある方に、外出のための支
援を行うことにより、地域での自立生活および社会参加を
促すことを目的とした障害者移動支援事業を実施しています。
内容／障害のある方の社会生活上、必要不可欠な外出等に
ついて移動のための支援
対象者／市内に住所を有する障害者等で次のいずれかに該
当する方
・障害者手帳（身体、療育、精神）を所持している方
※身体障害については諸要件があります。
・医師により発達に障害があると診断された方
※視覚障害があり移動に著しい困難を有する方は同行援護
の利用が優先となります。
利用者負担／原則かかった費用の１割負担（市民税非課税
世帯は無料）
利用上限／月１２８時間以内
利用方法／利用を希望される方は障害福祉課に申請し、
利用決定を受けてください。

家具転倒防止器具等設置費助成事業
大規模な地震の発生時に、迅速な行動が取れない支援の
必要な６５歳以上のみで構成される高齢者世帯と障害のある
人と高齢者のみで構成される世帯が、家具の転倒等によっ
てけがなどをされることを防ぐため、家具の転倒を防止す
る器具と取り付けに対して助成を行います。
助成額／１０，０００円
対象世帯／
・６５歳以上のみで構成される高齢者世帯
・障害のある人のみで構成される世帯
・障害のある人と高齢者のみで構成される世帯
※助成は１世帯に対して１回限りです。
問／長寿はつらつ課 �４６３―１９２１

障害者虐待防止センター
障害のある人への虐待について相談、通報または届出を
受けたときは、関係機関との連携により円滑な解決に努め
ます。
障害者を現に養護している者、障害者福祉施設または障
害福祉サービス事業等に従事する者、雇用者（障害者を雇
用する事業主等）が障害者に対して行う次のいずれかに該
当する行為です。
①身体的虐待 ②性的虐待 ③心理的虐待 ④放棄・放任
⑤経済的虐待
このような虐待が行われているのを見たり聞いたりした
方は当センターにご連絡ください。障害者の安全を確認し、
虐待の事実確認や障害者の保護、養護者への支援など必要
な対応をします。
また、虐待を未然に防ぐために養護者の負担軽減のため
の助言・支援なども行います。
なお、在宅の１８歳未満の障害のある児童への虐待につい
ては、こども未来課または所沢児童相談所にも相談・通報
できます。
※平日夜間および休日は市役所警備員室（�４６３―１１１１）で
電話を受け、折り返し担当者から電話します。

心身障害者扶養共済制度
加入者（保護者）が死亡または重度の障害状態になった
場合、障害のある方に年金が支給され、障害のある方が死
亡した場合は弔慰金が支給されます。
加入できる方／
①障害のある方の保護者であること（現に障害のある方
を扶養していること）
②埼玉県内（さいたま市を除く）に住所を有していること
③加入する年度の４月１日時点の年齢が６５歳未満であること
④加入時に疾病および障害を有しないこと（生命保険に
加入できる状態であること）
掛金／１口月額９，３００円～２３，３００円
※所得により掛金が減額または免除になります。
※障害のある方１人につき、加入者１人２口まで加入可
支給額／年金…１口月額２万円、２口４万円
弔慰金…加入期間に応じて、５万円、１２万５千円、２５万円
（２口の加入も期間に応じて支給）

障害者等日中一時支援事業
一時的に見守り等が必要な障害のある方に日中活動の場
を提供し、また、日常的に介護している家族の支援を目的
とした日中一時支援事業を「すわ緑風園」などで実施して
います。
対象者／市内に住所を有する障害のある方等で次のいずれ
かに該当する人
・障害者手帳（身体、療育、精神）を所持している方
・医師により発達に障害があると診断された方
利用者負担／原則かかった費用の１割負担（市民税非課税
世帯は無料）
利用上限／月１０日以内
利用方法／利用を希望される方は申請し、利用決定を受
けてください。

自立支援医療（精神通院）・精神障害者通院医療費助成事業
自立支援医療（精神通院）
精神疾患の治療をうけるときに、通院医療費の自己負担
分を１割に軽減する制度です。院外処方箋薬局、精神科デ
イケア、訪問看護ステーションも対象になります。引き続
き医療等を継続する場合には、更新の手続きが必要です。
※申請が必要です。
精神障害者通院医療費助成事業
自立支援医療（精神通院）を利用した際の、一部自己負
担金（医療費等の１割）を助成する制度です。
※平成２６年４月診療分から、所得区分が住民税非課税の方
のみが助成対象となります。
申請手続／毎月１５日（休日のときは翌日）までに申請され
た場合は、翌月の１５日（休日のときは前日）に支給
申請先／障害福祉課、内間木支所、朝霞駅前出張所、朝霞
台出張所
※郵送でも申請ができます。申請書、領収書、該当月の自
己負担上限額管理票のコピーを障害福祉課宛てまで
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障害者支援制度をご利用ください特別障害者手当、特別児童扶養手当、障害児福祉手当
①特別児童扶養手当
身体等に一定の障害のある２０歳未満のお子さんを育てて
いる方に支給されます。ただし、施設に入所しているお子
さんや障害を支給事由とする年金を受給しているお子さん
は除きます。
手当額／月額 １級 ５１，１００円 ２級 ３４，０３０円
②特別障害者手当
２０歳以上で、身体等に著しく重度の障害があるため、日
常生活において常時特別な介護を必要とする方に支給され
ます。ただし、施設に入所中の方や３か月以上継続して病
院等に入院している方は除きます。
手当額／月額 ２６，６２０円
③障害児福祉手当
２０歳未満で、身体等に著しく重度の障害があるため、常
時特別な介護を必要とする方に支給されます。ただし、施
設に入所中の方や障害を支給事由とする年金を受給してい
る方は除きます。
手当額／月額 １４，４８０円
※①、②、③のいずれの手当も、所得の制限があり、支給
が停止になることがあります。受給要件・申請については
お問い合わせください。
現況届の提出
すでに手当を受けている方は毎年８月に現況届（所得状
況届）の提出が必要です。届出用紙が送られてきましたら
忘れずにご提出をお願いします。（７月下旬頃送付予定）
この届けを提出しないと、８月以降の手当は支給されませ
んのでご注意ください。

重度心身障害者医療費支給制度
支給対象（重度心身障害者）／①身体障害者手帳１～３級
②療育手帳Ⓐ・Ａ・B③精神障害者保健福祉手帳１級④
６５歳未満で次のいずれかに該当する手帳等の交付を受け
ている方が、６５歳以降後期高齢者医療制度の障害認定を
受けた場合
・身体障害者手帳４級のうち、音声または言語、そしゃく
機能障害、下肢機能障害（一部）
・精神障害者保健福祉手帳２級
・障害基礎年金１・２級の証書
※重度心身障害者となった年齢が６５歳以上の方は除きます。
※新規の方は、障害福祉課へ登録が必要です。
支給額／入院、通院等の各医療保険制度における医療費の
一部負担金
ただし、各医療保険から高額療養費や附加給付金が支給
されるときは、その金額を差し引いて支給します。
※入院時の食事代等は、助成対象外です。
※精神障害者保健福祉手帳１級により該当の方は、精神病
床の入院費は対象外です。
申請手続／毎月１５日（休日のときは翌日）までに申請され
た場合は、翌月の１５日（休日のときは前日）に支給
申請先／障害福祉課、内間木支所、朝霞駅前出張所、朝霞
台出張所
※郵送でも申請ができます。申請書、領収書を障害福祉課
宛てまで

休館日

日曜日、５月８日、祝日（５／５を除く）、
年末年始

火曜日、５月６日、祝日（５／５を除く）、
年末年始

金曜日、５月６日、祝日（５／５を除く）、
年末年始

月曜日、５月９日、祝日（５／５を除く）、
年末年始

月曜日、５月７日、祝日（５／５を除く）、
年末年始

住所・電話

溝沼７―１３―１１
�４５０―０８５８

膝折町１―７―４０
�４５８―６９６９

北原２―８―１１
�４７１―７１４０

根岸台２―１５―１２
�４５０―１８１５

浜崎５１―１
�４８６―２４７７

館名

みぞぬま児童館

ひざおり児童館

きたはら児童館

ねぎしだい児童館

はまさき児童館

児童館へ行ってみよう!! －夏まつり開催－児童館へ行ってみよう!! －夏まつり開催－
今年も市内の５つの児童館で夏まつりを開催します。それぞれの館が楽しいおまつりを企画していますので、
ぜひ皆さん遊びに来てください。詳しくは各館へお問い合わせください。

開館時間 午前９時３０分～午後５時３０分
対象 ０歳から１８歳未満のお子さんとその保護者

※幼児（未就学児）は保護者の同伴が必要です。

児童館までの行き方や催し物などの情報は、指定管理
者として管理運営を行っている朝霞市社会福祉協議会ホ
ームページ（http：//www．asaka―shakyo．or．jp）を
ご覧ください。各児童館のから毎月１回発行している「児
童館だより」は市ホームページにも掲載しています。

問…問い合わせ

児童館一覧

児童館とは
児童館は、０歳から１８歳未満のお子さんとその保護者が無
料で利用できる施設です。遊戯室や図書室などで自由に遊ん
だり、講座や季節に合わせたさまざま行事に参加することが
できます（行事によっては申し込みが必要な場合があります）。
乳幼児専用の部屋や中高生向けのスペースがある施設もあ
ります。
お気軽にお近くの児童館をぜひご利用ください。

開催日
・みぞぬま児童館 ７月１８日㈯
・ひざおり児童館 ７月２７日㈪
・きたはら児童館 ７月３０日㈭
・ねぎしだい児童館 ８月２１日㈮
・はまさき児童館 ８月３０日㈰
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